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最新バージョンのリリースノートは、オンライン (英語) でご覧いただけます。 
 
 
1 インテル® VTune™ Amplifier XE によるパフォーマンス・プロファイル 
 
トレーニング・ビデオ、技術記事、ドキュメントおよびサポートについては、Web サイト 
(英語) を参照してください。 
 
 
2 新機能 
 
インテル® VTune™ Amplifier XE 2015 
 

• OpenMP* 領域解析が強化され、各並列領域ごとに、シリアル時間とその並列領域を
チューニングすることで得られる理論的なパフォーマンスの向上率が提供されるよう
になりました。これを利用して、粒度や同期問題、ロード・インバランスのような、
一般的なパフォーマンス・ボトルネックを特定できます。 

 
• ユーザー・フレンドリーな新しいターゲットシステム設定オプションにより、インテ
ル® Xeon Phi™ コプロセッサーの解析ワークフローが向上しました。スタック収集が
インテル® Xeon Phi™ コプロセッサー解析タイプで有効になりました。 

 
• リモートデータ収集用のグラフィカル・インターフェイスにより、SSH 経由でリモー
ト Linux* システムの解析を設定および実行するための簡潔なワークフローが提供さ
れます。[Project Properties (プロジェクト・プロパティー)] の [Target (ターゲッ
ト)] タブで、リモート Linux* システムで実行しているプロセスのリストを取得した
り、リモートマシンにインストールされているインテル® VTune™ Amplifier のパスや
パフォーマンス結果の格納に使用するリモート一時ディレクトリーのパスを指定でき
ます。 

https://software.intel.com/en-us/articles/intel-vtune-amplifier-xe-2013-release-notes�
http://software.intel.com/en-us/intel-vtune-amplifier-xe#pid-3659-760�
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• GPU OpenCL* カーネル解析に、メモリー転送、OpenCL* API と計算キューの視覚化、
新しい SIMD 幅のメトリックが追加されました。 

 
• OS X* ホストで、ほかのプラットフォームの自動リモート収集を実行し、収集した結
果を表示できるようになりました。 

 
• インテル® マイクロアーキテクチャー Haswell (開発コード名) ベースの第 4 世代イン
テル® Core™ プロセッサー向けの新しい解析タイプ "TSX Exploration" は、インテル® 
TSX 命令の非効率な使用とその原因を検出します。 

 
• ユーザビリティーの向上: 

 
o 全般解析タイプと帯域幅解析タイプが CPU 固有でなくなり、同じコマンドラ
インを異なるマイクロアーキテクチャーに適用できるようになりました。 

 
o グリッドビューにカスタム・グループ・レベルを作成できます。 

 
o [Summary (サマリー)] ウィンドウに、上位の hotspot とパフォーマンス・メ
トリックのハイパーリンクが表示され、([Bottom-up (ボトムアップ)] グリッ
ドビューへ簡単に移動できるようになりました。 

 
o タイムライン・ペインのオプションをグループ化できます。 

 
• Linux* perf ツールで収集したイベントベース・サンプリング・データを含む、

*.perf ファイルのインポートがサポートされました。 
 

• (システムページの) コールスタックのサイズを制限し、カスタム・ハードウェア・イ
ベントベース・サンプリング解析結果の収集オーバーヘッドを最小化するオプション
が追加されました。 

 

• インテル® VTune™ Amplifier からほかのデータ収集ツールを起動して、結果に追加の
カスタムカウンターを統合できるようになりました。ほかのツールで収集されたデー
タを含む csv ファイルを、既存のインテル® VTune™ Amplifier の結果にインポートす
ることもできます。 

 

 

3 動作環境 
 
アーキテクチャー名についての説明は、http://software.intel.com/en-us/articles/intel-
architecture-platform-terminology/ (英語) を参照してください。 

 
プロセッサー要件 

• ユーザー・インターフェイスを利用した一般的な操作およびすべてのデータ収集 
(ハードウェア・イベントベース・サンプリング解析を除く) 

 
o インテル® ストリーミング SIMD 拡張命令 2 (インテル® SSE2) 対応の IA-32 ま
たはインテル® 64 アーキテクチャー・ベースのプロセッサー (インテル® 

http://software.intel.com/en-us/articles/intel-architecture-platform-terminology/�
http://software.intel.com/en-us/articles/intel-architecture-platform-terminology/�
http://software.intel.com/en-us/articles/intel-architecture-platform-terminology/�
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Pentium® 4 プロセッサー以降、または互換性のあるインテル以外のプロセッ
サー) を搭載したコンピューター。 

 
o 機能を最大限に活用できるよう、マルチコアまたはマルチプロセッサー・シ
ステムの使用を推奨します。 

 
o インテル® VTune™ Amplifier XE はアセンブリー・レベルの命令に関する特定
の情報を利用するため、プログラムにインテル以外の命令が含まれていると、
解析が正しく動作しないことがあります。この場合、インテルの命令のみを
含むターゲット実行ファイルで解析を実行します。解析が完了した後は、イ
ンテル以外の命令を含むアセンブラー・コードや最適化コンパイラー・オプ
ションを使用できます。 

 
• ハードウェア・イベントベース・サンプリング解析 (EBS) 

 
o EBS 解析は、オンチップ・パフォーマンス・モニタリング・ユニットを使用
するため、収集はインテル® プロセッサーが対象となります。EBS 解析は、イ
ンテル® Pentium® M プロセッサー、インテル® Core™ マイクロアーキテク
チャー以降のプロセッサー (詳細は、下記のリストを参照) でサポートされま
す。 

 
o インテル® Pentium® 4 プロセッサー・ファミリー (Intel NetBurst® マイクロ
アーキテクチャー) およびインテル以外のプロセッサーではサポートされませ
ん。 

 
o ただし、EBS で収集した結果を、より制限の少ない一般的な操作要件を満た
す任意のシステムで解析することは可能です。 

 
o 仮想マシン内の EBS 解析は、VMware Fusion* 5 仮想環境でのみサポートされ
ます。ほかの仮想マシン環境内ではサポートされません。 

 
• サポートするプロセッサーのリストは絶えず拡張されています。EBS 解析がサポート
されるプロセッサーの一部を次にリストします。 

 
モバイル・プロセッサー 
インテル® Atom™ プロセッサー 
インテル® Core™ i7 モバイル・プロセッサー エクストリーム・エディション 

(第 2 世代、第 3 世代および第 4 世代インテル® Core™ プロセッサーを含む) 
インテル® Core™ i7/i5/i3 モバイル・プロセッサー 

(第 2 世代、第 3 世代および第 4 世代インテル® Core™ プロセッサーを含む) 
インテル® Core™2 Extreme モバイル・プロセッサー 
インテル® Core™2 Quad モバイル・プロセッサー 
インテル® Core™2 Duo モバイル・プロセッサー 
インテル® Pentium® モバイル・プロセッサー 

 

  



4 
インテル® VTune™ Amplifier XE 2015 for Windows* リリースノート 

 

 

デスクトップ・プロセッサー 
インテル® Atom™ プロセッサー 
インテル® Core™ i7 デスクトップ・プロセッサー エクストリーム・エディション 

(第 2 世代、第 3 世代および第 4 世代インテル® Core™ プロセッサーを含む) 
インテル® Core™ i7/i5/i3 デスクトップ・プロセッサー 

(第 2 世代、第 3 世代および第 4 世代インテル® Core™ プロセッサーを含む) 
インテル® Core™2 Quad デスクトップ・プロセッサー 
インテル® Core™2 Extreme デスクトップ・プロセッサー 
インテル® Core™2 Duo デスクトップ・プロセッサー 

 
サーバーおよびワークステーション・プロセッサー 
インテル® Xeon® プロセッサー E7 ファミリー 
インテル® Xeon® プロセッサー E5 ファミリー 
インテル® Xeon® プロセッサー E3-1200 ファミリー 
インテル® Xeon® プロセッサー 65xx/75xx シリーズ 
インテル® Xeon® プロセッサー 36xx/56xx シリーズ 
インテル® Xeon® プロセッサー 35xx/55xx シリーズ 
インテル® Xeon® プロセッサー 34xx シリーズ 
クアッドコア インテル® Xeon® プロセッサー 7xxx/5xxx/3xxx シリーズ 
デュアルコア インテル® Xeon® プロセッサー 7xxx/5xxx/3xxx シリーズ 

 
システムメモリー要件 

• 2GB RAM 以上 
 

ディスク空き容量要件 
• 650MB のディスク空き容量 (すべての機能およびすべてのアーキテクチャー) 

 
ソフトウェア要件 

• サポートするオペレーティング・システム (エンベデッド・エディションはサポート
していません): 

o Microsoft* Windows* 7 および SP1 
o Microsoft* Windows Server* 2008 

Microsoft* Windows* 8 および 8.1 (Windows* ストア・アプリケーションを含
む [1]) 

o Microsoft* Windows Server* 2012 
 

• サポートするコンパイラー: 
o インテル® C/C++ コンパイラー 11 以降 
o インテル® Fortran コンパイラー 11 以降 
o インテル® Parallel Composer 
o Microsoft* Visual Studio* C/C++ コンパイラー 
o Cygwin* (Cygwin* 1.7.17 + GCC 4.5.3 でテスト) 
o MinGW* (MinGW* + GCC 4.6.2 でテスト) 

 
• サポートする Microsoft* Visual Studio* バージョン: 

o Microsoft* Visual Studio* 2010 および SP1 
o Microsoft* Visual Studio* 2012 
o Microsoft* Visual Studio* 2013 RC 
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o 注: Microsoft* Visual Studio* 2010 のサポート終了予定 - インテル® VTune™ 
Amplifier XE の将来のメジャーバージョンでは、Microsoft* Visual Studio* 
2010 はサポートされなくなる予定です。早めに Microsoft* Visual Studio* 
2012 以上へ移行することを推奨します。 

 
• アプリケーション・コーディング要件 

o サポートするプログラム言語: 
 Fortran 
 C 
 C++ 
 C# [2] 
 Java* 
 OpenCL* 

o コンカレンシー解析およびロックと待機解析は、次のスレッド化手法の構造
を解釈できます。 
 インテル® TBB 
 Win32* スレッド (Windows*) 
 OpenMP* [3] 
 インテルの C/C++ 並列言語拡張 

 
• サポートする Java* 環境: 

o Oracle* JVM 6、7 – hotspot およびハードウェア・イベントベース解析タイプ 
o IBM* J9 – ハードウェア・イベントベース解析タイプのみ 

 
• サポートする OpenCL* 環境: 

o インテル® SDK for OpenCL* Applications 2013 for Windows* 
 

• PDF を表示するには、Adobe* Reader* などの PDF リーダーが必要です。 
 

注: 
1. Microsoft* Windows* 8 上の Windows* ストア・アプリケーションの解析は、Attach to 

Process (プロセスにアタッチ) および Profile System (システムのプロファイル) モードで
サポートされます。Launch Application (アプリケーションの起動) モードではサポートさ
れません。サポートされる解析タイプは、スタック収集を含む、Basic Hotspots (基本的な 
hotspot) およびハードウェア・イベントベース・サンプリング解析です。コンカレンシー
解析およびロックと待機解析はサポートされません。 

 
2. インテル® VTune™ Amplifier は、.NET* 3.5 を完全にサポートします。.NET 4.0 以降では、
コンカレンシー解析およびロックと待機解析で Task Parallel Library クラスの同期プリミ
ティブと System.Threading.Tasks 名前空間のアルゴリズムを検出できない制限がありま
す。.NET プロファイルに関する詳細は、こちらの記事 (英語) を参照してください。 

 
3. インテル® VTune™ Amplifier XE は、インテル® Fortran コンパイラー・プロフェッショナ
ル・エディション 11.0 以降、インテル® C++ コンパイラー・プロフェッショナル・エディ
ション 11.0 以降、GNU* C/C++ コンパイラー 4.2 以降、Microsoft* Visual Studio* C/C++ 
コンパイラーでビルドされたアプリケーションの解析をサポートしています。 

 
 

https://software.intel.com/en-us/articles/intel-vtune-amplifier-requirements-for-profiling-net-and-windows-store-applications�
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4 テクニカルサポート 
 
インストール時に製品の登録を行わなかった場合は、インテル® ソフトウェア開発製品レジ
ストレーション・センターで登録してください。登録を行うことで、サポートサービス期間
中 (通常は 1 年間)、製品アップデートと新しいバージョンの入手を含む無償テクニカルサ
ポートが提供されます。 

 
テクニカルサポート、製品のアップデート、ユーザーフォーラム、FAQ、ヒント、およびそ
の他のサポート情報は、http://www.intel.com/software/products/support/ (英語) を参照し
てください。 

 
注: 代理店がテクニカルサポートを提供している場合は、インテルではなく代理店にお問い
合わせください。 

 
 

5 インストールの注意事項 
 
初めて製品をインストールする場合は、インストール中に入力できるように、製品のシリア
ル番号を用意してください。製品のインストールおよび利用には、有効なライセンスが必要
です。 

 
インテル® VTune™ Amplifier XE をインストールすると、すでにインストールされている以前
のバージョンは削除されます。 

 
製品は自己展開形式の実行ファイルアーカイブで、1 つのパッケージから 32 ビットまたは 
64 ビットのシステムにインストールできます。 

 
インストールを開始するには、VTune_Amplifier_XE_2015_setup.exe ファイルを管理
者 権限のあるユーザーで実行します。フルパッケージ (インテル® VTune™ Amplifier XE を 
Microsoft* Visual Studio* 統合で使用するための GUI フロントエンドを含む) がインストール
されます。アクティベーションが必要です。 

 
アクティベーション 
インストールを完了するには、製品のアクティベーションを行う必要があります。製品のア
クティベーションを行う方法はいくつかあります。 

 
• シリアル番号を使用したアクティベーション。インターネット接続が必要です。 
• ライセンスファイルを使用したアクティベーション。 
• ライセンスサーバーを使用したアクティベーション。 

 
30 日間は製品を評価版として利用できます。 

 
リモートシステムでのコレクターのインストール 
オーバーヘッドを軽減し、単にデータをリモート収集するには、リモートシステムに製品の
コマンドライン・データ収集機能をインストールします。リモートシステムのデータ収集に
はライセンスは必要ありません。ただし、ライセンスがない場合、リモートシステムでデー
タを表示することはできません。 

https://registrationcenter.intel.com/�
https://registrationcenter.intel.com/�
http://www.intel.com/software/products/support/�
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リモートシステムで実行したデータ収集結果を解析、表示、レポートするには、結果をライ
センスが存在するシステムにコピーする必要があります。 

 
次の操作を行います。 

 
1. 次のコマンドを使用してインストーラーを手動で展開します。 

 
VTune_Amplifier_XE_2015_setup.exe --extract-only --silent -- 
extract-folder C:\temp\VTune_Amplifier_XE_2015_unpacked 
 

パスを指定するには、--extract-folder オプションを使用します。 
 
--extract-folder オプションを省略した場合、インストーラーは次の場所に展開
されます。 
 
"C:\Program Files (x86) 
\Intel\Download\VTune_Amplifier_XE_2015_setup" (64 ビット)  
 
および 
 
"C:\Program Files 
\Intel\Download\VTune_Amplifier_XE_2015_setup" (32 ビット) 
 

2. コレクターおよびコマンドライン・ツールのインストール・ファイルを含むフォル
ダーをリモートマシンにコピーします。上記の例の場合、コピーするフォルダーの場
所は C:\temp\VTune_Amplifier_XE_2015_unpacked\Installs\ps_he_cli.* 
です。 
 

3. Amplifier_XE.msi を管理者 権限のあるユーザーで実行し、画面の指示に従います。
アクティベーションは必要ありません。 
 

4. 64 ビットのリモートマシンでは、インテル® VTune™ Amplifier XE のインストール先
から msvcrt_x86.msi および msvcrt_x64.msi を実行してインストールします 
(管理者 権限が必要です)。 
 

5. 32 ビットのリモートマシンでは、インテル® VTune™ Amplifier XE のインストール先
から msvcrt_x86.msi を実行してインストールします (管理者 権限が必要です)。 

 
 

デフォルトのインストール・フォルダー 
デフォルトのトップレベルのインストール・フォルダーは、次のとおりです。 

 
C:\Program Files\Intel\VTune Amplifier XE 2015\ 

 
英語以外の Windows* システムにインストールする場合、Program Files フォルダー名が
異なる場合があります。インテル® 64 アーキテクチャー・システムでは、フォルダー名は 
Program Files (x86) またはそれに相当する名前です。 
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インストール・フォルダーの構成を以下に示します。一部含まれていないフォルダーもあり
ます。 

 
• C:\Program Files\Intel\VTune Amplifier XE 2015\ 

o bin32 
o bin64*  
o config 
o documentation 
o include 
o lib32 
o lib64*  
o message 
o resource  
o samples  
o sepdk 
o sdk 

 
(*) bin64 および lib64 は、インテル® 64 アーキテクチャー向けインストール・パッケージ
で利用できます。 

 
 

製品の変更、更新、削除 
インストーラーを使用してコンポーネントを追加または削除するには、[コントロール パネ
ル] を開き、[プログラムの機能] (または [プログラムのアンインストール]) を選択します。リ
ストから [Intel® VTune™ Amplifier XE 2015] を選択し、[アンインストールと変更] をクリッ
クします。製品を追加するには [Modify (変更)] を、削除するには [Remove (削除)] を選択し
ます。 

 
製品のアップデート・バージョンをインストールする際、古いバージョンをアンインストー
ルする必要はありません。インストール・プログラムは古いバージョンを自動的に削除しま
す。 

 
注: 通常のアンインストール・プロセスで SEP ドライバーのアンインストールに失敗した場
合、管理者権限でコマンドプロンプトを開き、次のコマンドを実行して、システムから SEP 
ドライバーを手動で削除します。 

 
cd %windir%\system32\drivers 
dir sep*.sys 
net stop sep3_15 # unload SEP3 driver from kernel 
del sep3_15.sys # delete SEP3 driver from filesystem 
net stop vtss # unload VTSS driver from kernel 
del vtss.sys # delete VTSS driver from filesystem 
net stop sepdal # unload PAX driver from kernel 
del sepdal.sys # delete PAX driver from filesystem 
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インテル® Software Manager 
インテル® Software Manager を利用して、次の操作を行うことができます。 

 
• インテル® ソフトウェア開発製品のアップデートのダウンロードおよびインストール。 
• インストールしたソフトウェアの更新状況の管理。 
• シリアル番号の有効化。 
• インテル® ソフトウェア開発製品の最新情報の入手。 

 
インテル® Software Manager はリモートサーバーに接続して情報およびアップデートを入手
するため、インターネット接続が必要です。 

 
インテル® Software Manager は、インテル® ソフトウェア開発製品と一緒に、Windows*、
Linux*、OS X* オペレーティング・システムにインストールされます。 

 
インテル® Software Manager に関する詳細は、https://registrationcenter-ssl.intel.com/Docs/ism.htm 
(英語) を参照してください。 

 
既知のインストールおよび設定の問題 

• Microsoft* Visual Studio* 2008 システムで、インテル® VTune™ Amplifier XE のウィ
ンドウおよびダイアログボックスの F1 ヘルプで問題が発生した場合は、次の操作を
行います。[ツール] > [オプション] > [環境] > [ヘルプ] > [オンライン] > [最初にロー
カル、次にオンラインで実行] を選択します。 

 
• Microsoft* Visual Studio* 2010 がインストールされているシステムにインテル® 

VTune™ Amplifier XE を初めてインストールするとき、ドキュメントの「ローカルスト
ア」を初期化するかどうか確認するメッセージが表示された場合は、「ヘルプ ライブ
ラリ マネージャー」の指示に従って、インテル® VTune™ Amplifier XE ヘルプ・ドキュ
メントを登録およびインストールしてください。インテル® VTune™ Amplifier XE の
アップデートをインストールするときに、インテル® VTune™ Amplifier XE ヘルプ・ド
キュメントを再登録する必要はありません。詳細は、http://msdn.microsoft.com/ja-
jp/library/dd264831%28v=vs.100%29.aspx を参照してください。 

 
インテル® VTune™ Amplifier XE (ローカル) ヘルプの表示で問題が発生した場合は、次
の操作を行います。[ヘルプ] > [ヘルプ設定の管理] > [設定] を選択して、[ローカル ヘ
ルプを使用する] をオンにします。 

 
• デフォルトでは、Microsoft* Visual Studio* 2012 は [ブラウザーで起動] オプション
を使用して統合製品のドキュメントを表示します。インテル® VTune™ Amplifier XE 
(ローカル) ヘルプ・ドキュメントを表示するには、次の操作を行います。[ヘルプ] > 
[Intel VTune Amplifier XE] > [Intel VTune Amplifier XE Help] を選択します (または、
状況依存ヘルプを使用します)。ヘルプの表示でまだ問題が発生する場合は、[ヘルプ] 
> [ヘルプ設定の設定] > [ヘルプ ビューアーで起動] を選択します。 

 
 

https://registrationcenter-ssl.intel.com/Docs/ism.htm�
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd264831%28v=vs.100%29.aspx�
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd264831%28v=vs.100%29.aspx�
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6 問題と制限事項 
 

既存の問題と制限事項 
• .NET および Windows* ストア・アプリケーションのプロファイル 
インテル® VTune™ Amplifier を使用した .NET および Windows* ストア・アプリケー
ションのプロファイルに関する要件、制限、その他の詳細は、こちらの記事 (英語) を
参照してください。 

 
• 実行時間が次の命令に関連付けられる (200108041) 

o 多くの時間を消費している実行領域のデータを収集するため、インテル® 
VTune™ Amplifier XE はターゲットスレッドの実行に割り込み、消費された時
間をコンテキスト IP アドレスに関連付けます。 

 
o この収集メカニズムでは、実際に多くの時間を消費した命令ではなく、その
後の命令の IP アドレスがキャプチャーされます。このため、アセンブリー・
ビューで、実行時間が実際の命令ではなく、次の命令 (場合によっては後の命
令) のものとして誤って表示されます。まれに、ソースでも実行時間が誤って
関連付けられ、実際のホット行の後のソース行のものとして表示されること
があります。 

 
o インラインモードがオンで、hotspot にインライン展開された複数の小さな関
数が含まれる場合、次の命令は別の関数のインライン展開されたコードであ
るため、実行時間が間違った関数に関連付けられてしまいます。 

 
• スレッドのスタックサイズの制限 (200108571) 

o インテル® VTune™ Amplifier XE が次のエラーメッセージを表示してクラッ
シュすることがあります。 

 
Error: failed to create a sampling thread: not enough 
storage is available to process this command. 

 
この問題は、予約/コミットするスレッドのスタックサイズ (link.exe の 
/STACK:reserve[,commit] コマンドライン・オプション) に大きな値を指
定してアプリケーションをプロファイルしたときに発生します。推奨する回
避策は、予約/コミットするスレッドのスタックサイズを減らしてターゲット
をプロファイルすることです。 

 
• TerminateProcess() で終了したプロセスの結果が収集されない (200108689) 

o 別のプロセスにより TerminateProcess() で終了されたプロセスのプロ
ファイル結果は表示されません。別の方法でプロセスを終了してください。 

 
• 32 ビット仮想マシンで実行したときにタイミングの結果が正しくない (200137061) 

o タイム・スタンプ・カウンターの仮想化に問題がある仮想マシンでインテル® 
VTune™ Amplifier XE を実行すると、正しいタイミングデータの収集に失敗す
ることがあります。この場合、インテル® VTune™ Amplifier XE は次の警告
メッセージを出力します。 
 

https://software.intel.com/en-us/articles/intel-vtune-amplifier-requirements-for-profiling-net-and-windows-store-applications�
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"Warning: Cannot load data file 
'<path_to_a_trace_file>.trace' (syncAcquiredHandler: 
timestamps aren't ascended!)" 

 
• 大量のメモリーチャンクを割り当てるアプリケーションがインテル® VTune™ 

Amplifier XE で動作しない (200083850) 
o 32 ビット・アプリケーションがヒープで (2GB に近い) 大量のメモリーチャン
クを割り当てると、単独では動作しても、インテル® VTune™ Amplifier XE で
起動に失敗することがあります。これは、インテル® VTune™ Amplifier XE が
アプリケーションをプロファイルするときに追加のメモリーが必要になるた
めです。この問題を回避するには、より大きなアドレス空間を使用してくだ
さい (例えば、プロジェクトを 64 ビットに変換します)。 

 
• [x] ボタンを使用してプロファイル中のコンソール・アプリケーションを閉じると結

果が失われる (200084121) 
o コンソール・アプリケーションのプロファイルを開始して、コンソールの
キャプション・バーにある [x] ボタンを押してアプリケーションを閉じると、
インテル® Parallel Amplifier で結果が保存されないことがあります。回避策は、
インテル® Parallel Amplifier の [Stop (停止)] ボタンを使用してアプリケー
ションを閉じ、データ収集を停止することです。 

 
• リフレクション API により動的にロードされた .NET モジュールが "unknown" 

hotspot として表示される (200088121) 
o ターゲット・アプリケーションで (例えば、Assembly.LoadFrom でロード
された) ダイナミック .NET モジュールが使用されている場合、そのモジュー
ルは hotspot リストで「unknown (不明な)」関数およびモジュールとして表
示されます。 

 
• 特定のインテル® Core™ i7 プロセッサー・ベースのシステムでディープスリープ状態

が有効なときにハードウェア・イベントベース解析を行うとシステムがクラッシュす
る (200149603) 

o C-ステートが有効な一部のインテル® Core™ i7 プロセッサー (開発コード名: 
Nehalem) ベースのシステムでサンプリングを行うと、既知のハードウェアの
問題 (http://download.intel.com/design/processor/specupdt/320836.pdf (英
語) のエラッタ AAJ134 を参照) により、システムがハングアップすることが
あります。この問題を回避するには、インテル® VTune™ Amplifier XE アナラ
イザーでサンプリングを行う前に、"Cn(ACPI Cn) report to OS" BIOS 
オプションを無効にしてください。 

 
• 「Instruction Set Reference (命令セット・リファレンス)」ガイドへのリンク: 

「Instruction Set Reference (命令セット・リファレンス)」ドキュメントで適切な命
令の説明箇所が表示されない (200091200) 

o アセンブリー命令のリファレンス情報は、あらゆる PDF ビューアーで表示す
ることができますが、ドキュメント内の適切なページを表示するには、
Adobe* Reader* が必要です。この機能を正しく動作させるために、最新バー
ジョンの Adobe* Reader* をインストールすることを推奨します。 

  

http://download.intel.com/design/processor/specupdt/320836.pdf�
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• アンインストールの制限: デタッチした後も pin.exe が動作したままになる 

(200092295) 
o インテル® VTune™ Amplifier XE は、プロファイルするターゲットにアタッチ
した後、ターゲットの実行が完了するまで、アンインストールできません。
原因は、ターゲットからデタッチした後も pin.exe が動作し続け、プロファ
イルしたアプリケーション/プロセスの実行が完了した後にのみ終了するため
です。 

 
• インテル® VTune™ Amplifier XE はデバッガーで起動したアプリケーションのプロ

ファイルをサポートしない (200092508) 
o デバッガーで起動したアプリケーションを解析すると、hotspot、コンカレン
シー、ロックと待機解析タイプで正しくない結果が提供されます。インテル® 
VTune™ Amplifier XE は、プロファイルするアプリケーションにデバッガーが
アタッチされているかどうか検出しません。インテル® VTune™ Amplifier XE 
でプロファイルするアプリケーションにデバッグツールがアタッチされてい
ないことを確認してください。 

 
• 同じアプリケーションに再度アタッチしてもエラーが表示されない/直ちに終了しな

い (200092650) 
o インテル® VTune™ Amplifier XE は、解析の実行中に別の解析を実行できます
が、後から実行した解析のデータは保存されません。 

 
• インテル® コンパイラーはインライン関数の最初のレベルのみデバッグ情報を生成し、

入れ子のインラインのデバッグ情報を生成しない (200164310) 
o 現在、インテル® コンパイラーは、インライン関数の最初のレベルのみデバッ
グ情報を生成します。このため、ほかのインライン関数にインライン展開さ
れた関数のパフォーマンス・データは表示されません。代わりに、このパ
フォーマンス・データは、標準の (インラインでない) 関数にインライン展開
された対応する関数に関連付けられます。また、ソースビューでパフォーマ
ンス・データが誤ったソース行に表示されることもあります。 

 
• タイムライン・ペインにコンカレンシー、ロックと待機解析の一時停止領域のコンカ

レンシーおよびスレッド状態が正しく表示されない (200204715) 
o データ収集が一時停止された時間に対応する領域については、タイムライ
ン・ペインにコンカレンシーおよびスレッド状態データが正しく表示されな
いことがあります。結果を解析する際、一時停止領域のタイムライン・デー
タは無視してください。 

 
• Oracle* JDK 6u25 x64 で Java* ソース行が正しく表示されない (200167001) 

o インテル® VTune™ Amplifier XE から Java* ソースコードにドリルダウンした
ときに、ソース行が正しく表示されないことがあります。この問題は、
Oracle* JDK 6u25 x64 でビルドされた Java* アプリケーションで発生します。 
 
これは JDK の問題です。Oracle のデータベースで JDK-7051767 および JDK-
7047624 を参照してください。 
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• 結果がリモート・ネットワーク・ディレクトリーにある場合、結果のファイナライズ

に時間がかかる (200169322) 
o この問題は、ネットワーク・アクセスが遅いことが原因です。パフォーマン
スを向上するには、結果をローカル・ディレクトリーに格納してください。 

 
• インテル® VTune™ Amplifier XE が Windows* XP SP1 でシンボルを正しく解決しな

い (200216358) 
o インテル® VTune™ Amplifier XE を Windows* XP SP1 で実行すると、シンボ
ルが正しく解決されず、代わりに "[foo.dll]" 名が表示されることがあり
ます。これは、インテル® VTune™ Amplifier XE で使用している Microsoft* 
DIA ライブラリーには SP2 が必要なためです。問題を解決するには、SP2 を
インストールしてください。 

 
• プロセスにアタッチすると ITT API を使用して収集した情報が利用できない 

(200172007) 
o フレーム解析や JIT プロファイルのように、ソースコードに ITT API を追加し
て統計データを収集する場合、プロセスにアタッチすると予期した結果が得
られません。プロセスにアタッチする代わりにインテル® VTune™ Amplifier 
XE の解析を使用してアプリケーションを開始します。 

 
• 32 を超える論理 CPU を搭載したマシンの限定サポート (200172671) 

o ユーザー・モード・サンプリングとトレースベースの解析タイプ (hotspot、
コンカレンシー、ロックと待機) は、32 を超える論理  CPU を搭載した 
Windows* システムでのプロファイルをサポートしていません。収集は実行で
きますが、制限によりデータを開くことはできません。 

 
• IBM* J9* JVM を使用したとき Java* コードに 1 つのスタックフレームしか表示され

ない (200227950) 
o 現在、Java* のスタックの巻き戻し機能は IBM* J9* JVM ではサポートされて
いません。 

 
• Windows* 2008 R2 の EBS 解析で hotspot として [unknown stack frame(s)] が表示

される (200173627) 
o 回避策は、現在のユーザーに管理者権限がある場合でも、[管理者として実行] 
オプションを指定してインテル® VTune™ Amplifier XE を開始することです。 

 
• 'System' ユーザーが開始したプロセスに管理者としてアタッチすると失敗する 

(200259643) 
o http://technet.microsoft.com/ja-JP/sysinternals/bb897553 のユーティリ
ティーを使用すると、<product_install_dir>/bin32 の amplxe-
cl.exe を使用して、コマンドラインからシステムサービス (例えば、
w3wp.exe ベースのコード) をプロファイルすることができます。 
 
次の操作を行います。 
1. ログインに使用する権限で実行するように w3wp サービスを設定します。

IIS マネージャーを開き、使用するアプリケーション・プールを右クリッ

http://technet.microsoft.com/ja-JP/sysinternals/bb897553�
http://technet.microsoft.com/ja-JP/sysinternals/bb897553�


14 
インテル® VTune™ Amplifier XE 2015 for Windows* リリースノート 

 

 

クして、[プロセス モデル] の [ID] を w3wp を実行する必要のあるアカウ
ントに設定します。 

 
2. w3wp サービスを実行し、適切な認証情報で実行していることを確認して、

PID を記録します。 
 
3. データ収集を開始します。 

psexec -i 0 /path/to/amplxe-cl.exe -c=hotspots -r 
/path/for/your/data_dir --target- pid=PID 

 
4. ワークロードを実行します。 
 
5. データ収集を停止します。 

psexec -i 0 /path/to/amplxe-cl.exe -command detach -r 
/path/for/your/data_dir 

 
6. GUI で /path/for/your/data_dir を開きます。 

<product_install_dir>/bin32/amplxe-gui 
/path/to/your/data_dir 

 
• -ipo オプションを使用するとインラインデバッグ情報がオフになる (200260765) 

o インテル® コンパイラーでインライン関数のパフォーマンス・データを取得す
るには、/Qipo オプションではなく /debug:inline-debug-info オプ
ションを使用します。 
 
現在、このコンパイラー・オプションを指定すると、インラインデバッグ情
報の生成が無効になります。Microsoft* Visual Studio* IDE に統合されたイン
テル® コンパイラーは、リリース構成で (デフォルトで) /Qipo を使用するこ
とに注意してください。 

 
• インテル® コンパイラー 13.0 以前はデバッグ情報での関数範囲の分割をサポートし

ていないため、関数範囲がオーバーラップした場合パフォーマンス・データが正しく
関連付けられない (例えば、2 つに分割すべきパフォーマンス・データが 1 つの関数
に関連付けられる) (200260768) 

o インテル® コンパイラー 13.0 以前は、インライン関数の範囲について正しく
ないデバッグ情報を生成することがあります。そのため、インラインモード
がオンのときにパフォーマンス・データが正しく関連付けられないことがあ
ります (例えば、2 つの関数のパフォーマンス・データが、どちらかの関数に
まとめて関連付けられることがあります)。 

 
• ret 命令がない関数からコールスタックを巻き戻せない (200263851) 

o 解析したアプリケーションに ret 命令 (exit() の呼び出し) がない関数が含
まれる場合、呼び出し元より上にコールスタックを巻き戻せません (スタック
フレームは表示されません)。 
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• インテル® VTune™ Amplifier XE をプロセスにアタッチするのに時間がかかる 

(200276420) 
o データ収集を開始する前にターゲット・アプリケーションが完了し、インテ
ル® VTune™ Amplifier XE がエラーをレポートしている可能性があります。必
要に応じて、テスト・アプリケーションの実行時間を長くしてください。 

 
• "status" コマンドはハードウェア・イベントベース解析タイプではサポートされな

い (200281661) 
o コマンドライン・オプション "$ amplxe-cl -command status" は、
ユーザー・モード・サンプリングとトレースベースの解析タイプでのみサ
ポートされます。EBS 解析タイプではサポートされません。 

 
• インテル® Xeon® プロセッサー E5-XXXX 製品ファミリーおよび第 2 世代インテル® 

Core™ デスクトップ・プロセッサー・ファミリーのイベントに関する説明が少ない 
(200285238) 

o イベントの詳細は、『Intel® 64 and IA- 32 Architectures Software Developer’s 
Manual』 (http://download.intel.com/products/processor/manual/325462.pdf) 
(英語) の表 19-3、19-4、19-5 を参照してください。 

 
• Sandy Bridge (開発コード名) マイクロアーキテクチャー・ベースのシステムでハー

ドウェア・イベントベース解析を行うと予期しない動作が引き起こされる 
(200285401) 

o Sandy Bridge (開発コード名) マイクロアーキテクチャー・ベースのシステムで
ハードウェア・イベントベースのサンプリングを行うと、既知のハードウェア
の問題 (http://www.intel.com/content/dam/www/public/us/en/documents/ 
specification-updates/2nd-gen-core-family-mobile-specification-update.pdf (英
語) のエラッタ BK105 を参照) により、予期しない動作を引き起こすことがあり
ます。この問題を回避するには、エラッタに対応した BIOS が提供されない限
り、これらのシステムで全般解析、クライアント解析、サイクルとマイクロオ
ペレーション、ループ解析や precise イベントを含むカスタム・ハードウェ
ア・イベントベース解析を実行しないことを推奨します。 

 
• SEP および VTSS++ ドライバーがすでに登録されているシステムに VTSS++ ドライ

バーをインストールできない (200292274) 
o 次のコマンドを実行するとエラーが発生することがあります。 

 
>amplxe-sepreg.exe -i 
Installing and starting sepdrv3_8...OK 
Installing and starting sepdal...OK 
Installing and starting VTSS++ driver...FAILED 
 
原因は、利用可能なメモリーが不足しているためです。システムを再起動し
て (リソースをクリーンアップして)、再度登録してください。 

 
• 128 を超えるイベントを同時に収集するとハードウェア・イベントベース解析タイプ

が動作しない (200293868) 
o 解析設定で PMU イベントの数を 128 以下にしてください。 

http://download.intel.com/products/processor/manual/325462.pdf�
http://www.intel.com/content/dam/www/public/us/en/documents/specification-updates/2nd-gen-core-family-mobile-specification-update.pdf�
http://www.intel.com/content/dam/www/public/us/en/documents/specification-updates/2nd-gen-core-family-mobile-specification-update.pdf�
http://www.intel.com/content/dam/www/public/us/en/documents/specification-updates/2nd-gen-core-family-mobile-specification-update.pdf�


16 
インテル® VTune™ Amplifier XE 2015 for Windows* リリースノート 

 

 

 
• 結果を比較する前に結果を閉じる必要がある (200236090) 

o インテル® VTune™ Amplifier XE で、同じ結果を 2 つ開くことはできません。
この制限により、すでに開かれている結果を ([Compare (比較)] ボタンを使用
して) 比較することはできません。比較する前に、結果を閉じてください。 

 
• Windows* ストア・アプリケーションの限定サポート (200299329) 

o インテル® VTune™ Amplifier XE は、Windows* ストア・アプリケーショ
ンへのアタッチをサポートしていますが、起動はサポートしていません。
ハードウェア・イベントベース解析タイプのみ利用できます。 

 
• Microsoft* Visual Studio* 2012 ヘルプが正しく表示されない (200300692) 

o Microsoft* Windows Server* 2012 システムで、Microsoft* Visual Studio* 
2012 ヘルプの表示に問題がある場合は、Internet Explorer* で [ツール] > 
[インターネット オプション] > [セキュリティ] を選択して、[インター
ネット] ゾーンで [MIME スニッフィングを有効にする] および [アクティ
ブ スクリプト] を有効にします。 

 
• Verdasys Digital Guardian* ソフトウェアがインストールされたマシンでインテル® 

VTune™ Amplifier XE の解析に失敗する (200237470) 
o Verdasys Digital Guardian* ソフトウェアがインストールされているマシ
ンでは、GUI からユーザー・モード・サンプリングとトレースベースの解
析タイプ (hotspot、コンカレンシー、ロックと待機) を実行できません。
ただし、コマンドラインから収集を実行することはできます。 
 
スタックを含む EBS 収集は、GUI またはコマンドラインから実行できます。 

 
• "Symantec Endpoint Protection Application and Device Control" ソフトウェアがイ

ンストールされていると、アプリケーションの解析中にクラッシュする 
(200237601) 

o この問題は、ユーザー・モード・サンプリングとトレースベースの解析
タイプ (hotspot、コンカレンシー、ロックと待機) で発生します。問題を
解決するには、次の操作を行います。 
 
1. ユーザー・モード・サンプリングとトレースベースの解析が必要な場合、

"Symantec Endpoint Protection Application and Device Control" ソフト
ウェアの監視アプリケーションのリストから解析するアプリケーションを
除外します。 

 
2. [Collect stacks (コールスタック)] オプションをオンにして「Lightweight 

Hotspots (ライト hotspot 解析)」を使用します。 
 

• コレクターがアクティブでないときに ITT API タスク/フレームが終了するとタスク/
フレームが結果に表示されない (200331811) 

o 収集が一時停止した後、または detach/stop コマンドを実行した後に 
ITT タスク/フレーム終了通知が発生した場合、タスク/フレームは結果に
表示されません。 
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• Windows Server* 2012 の Microsoft* Internet Explorer* 10 でドキュメントが表示

されない (200340007) 
o この問題を修正するには、Microsoft* Internet Explorer* 10 のセキュリティー
設定を変更します。 
 
[ツール] > [インターネット オプション] > [セキュリティ] を選択して、信頼済
みサイトのリストに "about:internet" を追加します。 

 
• プロセスを "start" コマンドを使用してスクリプトから実行した場合、EBS 解析タ

イプの子プロセス解析が動作しない (200342928) 
o プロセスを "start" コマンドを使用してバッチから開始した場合、オリジナ
ルのコマンド・インタープリターが親プロセスになりません。このため、新
しいプロセスは子として識別されず、プロファイルされません。これは、す
べてのハードウェア・イベントベース解析に当てはまります。回避策を次に
示します。 
 
- 代わりにユーザー・モード・サンプリングとトレースベースの解析タイプを
使用します。 

- バッチファイルで "start" コマンドの代わりに "call" コマンドを使用し
ます。 

- 「プロセスにアタッチ」収集モードを使用してプロセスに直接接続します。 
 

• 第 3 世代インテル® Core™ プロセッサーでは一部の GPU 解析メトリックの収集を 
BIOS で有効にする必要がある (200342983) 

o 一部のシステムでは、L3 ミス、メモリーアクセス、サンプラーの多忙さ、
SLM アクセスなどの拡張メトリックは BIOS で無効にされています。システ
ムによっては、BIOS オプションを変更してこれらのメトリックを有効にする
ことができます。オプションの有無およびオプション名は BIOS ベンダー固有
です。BIOS で "Intel(R) Graphics Performance Analyzers" のよう
なオプションがないか調べて、オプションを有効にします。このオプション
は BIOS ベンダー固有であり、オプションがない場合や、オプション名が異な
る場合があることに注意してください。詳細は、システムの BIOS オプション
を確認してください。 

 
• インテル® VTune™ Amplifier は NGEN を使用した .NET アプリケーションのシンボル

を解決しない (200248497) 
o イベントベース・サンプリング解析で結果を収集する場合、Native Image 

Generator (NGEN) を使用してビルドされた .NET アプリケーションのシンボ
ル解決はサポートされません。シンボルを解決する方法は、インテル® 
VTune™ Amplifier ヘルプ・ドキュメントの「Windows Store Applications 
Analysis (Windows* ストア・アプリケーションの解析)」トピックを参照して
ください。 

 
• アプリケーションをインテル® VTune™ Amplifier で実行するとスタック・オーバーフ

ロー例外が発生する (200249394) 
o スレッドスタックで大量のメモリーチャンクを割り当てるアプリケーション
は、単独で実行すると問題が発生しないのに、インテル® VTune™ Amplifier で
実行するとスタック・オーバーフロー例外が発生して実行に失敗することが
あります。これは、インテル® VTune™ Amplifier ではアプリケーションのス
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レッドスタックにプロファイル用の追加領域が必要になるためです。この問
題を回避するには、より大きなスレッドスタック領域を使用してください。 

 
• 結果に含まれるプロセス名が 14 文字で切り捨てられる (200401361) 

o インテル® VTune™ Amplifier は、スタックを含む EBS 解析で収集した結果のプロ
セス名を 14 文字で切り捨てます。例えば、結果には "find_hotspots.exe" 
ではなく "find_hotspots." が含まれます。これはオペレーティング・シス
テムの制限です。 

 
 

7 権利の帰属 
 
以下は、インテル® VTune™ Amplifier XE 2015 for Windows* の開発に使用したサードパー
ティ・ソフトウェアのライセンスです。これらのライセンスは、各ライセンス契約の帰属表
示要件に従って記載されています。誤解を避けるために記すと、インテル® VTune™ 
Amplifier XE には、インテル® VTune™ Amplifier XE に付随するインテル® ソフトウェア開発
製品のエンド・ユーザー・ソフトウェア使用許諾契約書の条件が適用されます。 

 
libjpeg license 

 
We welcome the use of this software as a component of commercial products. 
No royalty is required, but we do ask for an acknowledgement in product 
documentation, as described under LEGAL ISSUES. 

 
 
LEGAL ISSUES 
============ 

 
In plain English: 

 
1. We don't promise that this software works. (But if you find any bugs, 

please let us know!) 
2. You can use this software for whatever you want. You don't have to pay 
us. 
3. You may not pretend that you wrote this software. If you use it in a 

program, you must acknowledge somewhere in your documentation that 
you've used the IJG code. 

 
In legalese: 

 
The authors make NO WARRANTY or representation, either express or implied, 
with respect to this software, its quality, accuracy, merchantability, or 
fitness for a particular purpose. This software is provided "AS IS", and 
you, its user, assume the entire risk as to its quality and accuracy. 

 
This software is copyright (C) 1991-1998, Thomas G. Lane. All Rights 
Reserved except as specified below. 
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Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute this 
software (or portions thereof) for any purpose, without fee, subject to 
these conditions: 
(1) If any part of the source code for this software is distributed, then 
this README file must be included, with this copyright and no-warranty 
notice unaltered; and any additions, deletions, or changes to the original 
files must be clearly indicated in accompanying documentation. 
(2) If only executable code is distributed, then the accompanying 
documentation must state that "this software is based in part on the work 
of the Independent JPEG Group". 
(3) Permission for use of this software is granted only if the user accepts 
full responsibility for any undesirable consequences; the authors accept NO 
LIABILITY for damages of any kind. 

 
These conditions apply to any software derived from or based on the IJG 
code, not just to the unmodified library. If you use our work, you ought to 
acknowledge us. 

 
Permission is NOT granted for the use of any IJG author's name or company 
name in advertising or publicity relating to this software or products 
derived from it. This software may be referred to only as "the Independent 
JPEG Group's software". 

 
We specifically permit and encourage the use of this software as the basis 
of commercial products, provided that all warranty or liability claims are 
assumed by the product vendor. 

 
 
ansi2knr.c is included in this distribution by permission of L. Peter 
Deutsch, sole proprietor of its copyright holder, Aladdin Enterprises of 
Menlo Park, CA. ansi2knr.c is NOT covered by the above copyright and 
conditions, but instead by the usual distribution terms of the Free 
Software Foundation; principally, that you must include source code if you 
redistribute it. (See the file ansi2knr.c for full details.) However, since 
ansi2knr.c is not needed as part of any program generated from the IJG code, 
this does not limit you more than the foregoing paragraphs do. 

 
The Unix configuration script "configure" was produced with GNU Autoconf. 
It is copyright by the Free Software Foundation but is freely distributable. 
The same holds for its supporting scripts (config.guess, config.sub, 
ltconfig, ltmain.sh). Another support script, install-sh, is copyright by 
M.I.T. but is also freely distributable. 

 
It appears that the arithmetic coding option of the JPEG spec is covered by 
patents owned by IBM, AT&T, and Mitsubishi. Hence arithmetic coding cannot 
legally be used without obtaining one or more licenses. For this reason, 
support for arithmetic coding has been removed from the free JPEG software. 
(Since arithmetic coding provides only a marginal gain over the unpatented 
Huffman mode, it is unlikely that very many implementations will support 
it.) So far as we are aware, there are no patent restrictions on the 
remaining code. 
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The IJG distribution formerly included code to read and write GIF files. To 
avoid entanglement with the Unisys LZW patent, GIF reading support has been 
removed altogether, and the GIF writer has been simplified to produce 
"uncompressed GIFs". This technique does not use the LZW algorithm; the 
resulting GIF files are larger than usual, but are readable by all standard 
GIF decoders. 

 
We are required to state that 

"The Graphics Interchange Format(c) is the Copyright property of 
CompuServe Incorporated. GIF(sm) is a Service Mark property of 
CompuServe Incorporated." 

 
 

 

LibTIFF license 
 
Copyright (c) 1988-1997 Sam Leffler 
Copyright (c) 1991-1997 Silicon Graphics, Inc. 

 
Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this software and its 
documentation for any purpose is hereby granted without fee, provided that 
(i) the above copyright notices and this permission notice appear in all 
copies of the software and related documentation, and (ii) the names of Sam 
Leffler and Silicon Graphics may not be used in any advertising or 
publicity relating to the software without the specific, prior written 
permission of Sam Leffler and Silicon Graphics. 

 
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS-IS" AND WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS, 
IMPLIED OR OTHERWISE, INCLUDING WITHOUT LIMITATION, ANY WARRANTY OF 
MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 

 
IN NO EVENT SHALL SAM LEFFLER OR SILICON GRAPHICS BE LIABLE FOR 
ANY SPECIAL, INCIDENTAL, INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OF ANY KIND, OR 
ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER 
OR NOT ADVISED OF THE POSSIBILITY OF DAMAGE, AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE 
OF THIS SOFTWARE. 

 
 

 

libpng license, June 14, 2012 
 
This copy of the libpng notices is provided for your convenience. In case 
of any discrepancy between this copy and the notices in the file png.h that 
is included in the libpng distribution, the latter shall prevail. 

 
COPYRIGHT NOTICE, DISCLAIMER, and LICENSE: 

 
If you modify libpng you may insert additional notices immediately 
following this sentence. 
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This code is released under the libpng license. 

 
libpng versions 1.2.6, August 15, 2004, through 1.5.11, June 14, 2012, are 
Copyright (c) 2004, 2006-2012 Glenn Randers-Pehrson, and are distributed 
according to the same disclaimer and license as libpng-1.2.5 with the 
following individual added to the list of Contributing Authors 

 
Cosmin Truta 

 
libpng versions 1.0.7, July 1, 2000, through 1.2.5 - October 3, 2002, are 
Copyright (c) 2000-2002 Glenn Randers-Pehrson, and are distributed 
according to the same disclaimer and license as libpng-1.0.6 with the 
following individuals added to the list of Contributing Authors 

 
Simon-Pierre Cadieux Eric S. Raymond Gilles Vollant 

 
and with the following additions to the disclaimer: 

 
There is no warranty against interference with your enjoyment of the 
library or against infringement. There is no warranty that our efforts 
or the library will fulfill any of your particular purposes or needs. 
This library is provided with all faults, and the entire risk of 
satisfactory quality, performance, accuracy, and effort is with the user. 

 
libpng versions 0.97, January 1998, through 1.0.6, March 20, 2000, are 
Copyright (c) 1998, 1999 Glenn Randers-Pehrson, and are distributed 
according to the same disclaimer and license as libpng-0.96, with the 
following individuals added to the list of Contributing Authors: 

 
Tom Lane 
Glenn Randers-Pehrson Willem van Schaik 

 
libpng versions 0.89, June 1996, through 0.96, May 1997, are  
Copyright (c) 1996, 1997 Andreas Dilger 
Distributed according to the same disclaimer and license as libpng-0.88, 
with the following individuals added to the list of Contributing Authors: 

 
John Bowler Kevin Bracey Sam Bushell Magnus Holmgren Greg Roelofs Tom 
Tanner 

 
libpng versions 0.5, May 1995, through 0.88, January 1996, are Copyright 
(c) 1995, 1996 Guy Eric Schalnat, Group 42, Inc. 

 
For the purposes of this copyright and license, "Contributing Authors" is 
defined as the following set of individuals: 

 
Andreas Dilger Dave Martindale Guy Eric Schalnat Paul Schmidt 
Tim Wegner 
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The PNG Reference Library is supplied "AS IS". The Contributing Authors and 
Group 42, Inc. disclaim all warranties, expressed or implied, including, 
without limitation, the warranties of merchantability and of fitness for 
any purpose. The Contributing Authors and Group 42, Inc. assume no 
liability for direct, indirect, incidental, special, exemplary, or 
consequential damages, which may result from the use of the PNG Reference 
Library, even if advised of the possibility of such damage. 

 
Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute this 
source code, or portions hereof, for any purpose, without fee, subject to 
the following restrictions: 

 
1. The origin of this source code must not be misrepresented. 

 
2. Altered versions must be plainly marked as such and must not be 

misrepresented as being the original source. 
 
3. This Copyright notice may not be removed or altered from any source or 

altered source distribution. 
 
The Contributing Authors and Group 42, Inc. specifically permit, without 
fee, and encourage the use of this source code as a component to supporting 
the PNG file format in commercial products. If you use this source code in 
a product, acknowledgment is not required but would be appreciated. 

 
 
A "png_get_copyright" function is available, for convenient use in "about" 
boxes and the like: 

 
printf("%s",png_get_copyright(NULL)); 

 
Also, the PNG logo (in PNG format, of course) is supplied in the files 
"pngbar.png" and "pngbar.jpg (88x31) and "pngnow.png" (98x31). 

 
Libpng is OSI Certified Open Source Software. OSI Certified Open Source is 
a certification mark of the Open Source Initiative. 

 
Glenn Randers-Pehrson 
glennrp at users.sourceforge.net June 14, 2012 

 
 

 
 

Apache License 
Version 2.0, January 2004 http://www.apache.org/licenses/ 

 
TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION 

 
1. Definitions. 

 

http://www.apache.org/licenses/�
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"License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction, 
and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document. 

 
"Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by the 
copyright owner that is granting the License. 

 
"Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all 
other entities that control, are controlled by, or are under common 
control with that entity. For the purposes of this definition, 
"control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the 
direction or management of such entity, whether by contract or 
otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the 
outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity. 

 
"You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity exercising 
permissions granted by this License. 

 
"Source" form shall mean the preferred form for making modifications, 
including but not limited to software source code, documentation 
source, and configuration files. 

 
"Object" form shall mean any form resulting from mechanical 
transformation or translation of a Source form, including but not 
limited to compiled object code, generated documentation, and 
conversions to other media types. 

 
"Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or Object 
form, made available under the License, as indicated by a copyright 
notice that is included in or attached to the work 

(an example is provided in the Appendix below). 
 

"Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object 
form, that is based on (or derived from) the Work and for which the 
editorial revisions, annotations, elaborations, or other 
modifications represent, as a whole, an original work of authorship. 
For the purposes of this License, Derivative Works shall not include 
works that remain separable from, or merely link (or bind by name) to 
the interfaces of, the Work and Derivative Works thereof. 

 
"Contribution" shall mean any work of authorship, including the 
original version of the Work and any modifications or additions to 
that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally 
submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright 
owner or by an individual or Legal Entity authorized to submit on 
behalf of the copyright owner. For the purposes of this definition, 
"submitted" means any form of electronic, verbal, or written 
communication sent to the Licensor or its representatives, including 
but not limited to communication on electronic mailing lists, source 
code control systems, and issue tracking systems that are managed by, 
or on behalf of, the Licensor for the purpose of discussing and 
improving the Work, but excluding communication that is conspicuously 
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marked or otherwise designated in writing by the copyright owner as 
"Not a Contribution." 

 
"Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity 
on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and 
subsequently incorporated within the Work. 

 
2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of 

this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, 
worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable 
copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of, publicly 
display, publicly perform, sublicense, and distribute the Work and 
such Derivative Works in Source or Object form. 

 
3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of this 

License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, worldwide, 
non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable (except as stated 
in this section) patent license to make, have made, use, offer to 
sell, sell, import, and otherwise transfer the Work, where such 
license applies only to those patent claims licensable by such 
Contributor that are necessarily infringed by their Contribution(s) 
alone or by combination of their Contribution(s) with the Work to 
which such Contribution(s) was submitted. If You institute patent 
litigation against any entity (including a cross-claim or 
counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work or a Contribution 
incorporated within the Work constitutes direct or contributory 
patent infringement, then any patent licenses granted to You under 
this License for that Work shall terminate as of the date such 
litigation is filed. 

 
4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the Work 

or Derivative Works thereof in any medium, with or without 
modifications, and in Source or Object form, provided that You meet 
the following conditions: 

 
(a) You must give any other recipients of the Work or Derivative 

Works a copy of this License; and 
 

(b) You must cause any modified files to carry prominent notices 
stating that You changed the files; and 

 
(c) You must retain, in the Source form of any Derivative Works that 

You distribute, all copyright, patent, trademark, and attribution 
notices from the Source form of the Work, excluding those notices 
that do not pertain to any part of the Derivative Works; and 

 
(d) If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its 

distribution, then any Derivative Works that You distribute must 
include a readable copy of the attribution notices contained 
within such NOTICE file, excluding those notices that do not 
pertain to any part of the Derivative Works, in at least one 
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of the following places: within a NOTICE text file distributed as 
part of the Derivative Works; within the Source form or 
documentation, if provided along with the Derivative Works; or, 
within a display generated by the Derivative Works, if and 
wherever such third-party notices normally appear. The contents 
of the NOTICE file are for informational purposes only and 
do not modify the License. You may add Your own attribution 
notices within Derivative Works that You distribute, alongside or 
as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided that 
such additional attribution notices cannot be construed as 
modifying the License. 

 
You may add Your own copyright statement to Your modifications and 
may provide additional or different license terms and conditions for 
use, reproduction, or distribution of Your modifications, or for any 
such Derivative Works as a whole, provided Your use, reproduction, 
and distribution of the Work otherwise complies with the conditions 
stated in this License. 

 
5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise, 

any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work by 
You to the Licensor shall be under the terms and conditions of this 
License, without any additional terms or conditions. Notwithstanding 
the above, nothing herein shall supersede or modify the terms of any 
separate license agreement you may have executed with Licensor 
regarding such Contributions. 

 
6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade 

names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor, 
except as required for reasonable and customary use in describing the 
origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file. 

 
7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or agreed 

to in writing, Licensor provides the Work (and each Contributor 
provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES 
OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied, including, 
without limitation, any warranties or conditions of TITLE, NON-
INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 
You are solely responsible for determining the appropriateness of 
using or redistributing the Work and assume any risks associated with 
Your exercise of permissions under this License. 

 
8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory, 

whether in tort (including negligence), contract, or otherwise, 
unless required by applicable law (such as deliberate and grossly 
negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be 
liable to You for damages, including any direct, indirect, special, 
incidental, or consequential damages of any character arising as a 
result of this License or out of the use or inability to use the Work 
(including but not limited to damages for loss of goodwill, work 
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stoppage, computer failure or malfunction, or any and all other 
commercial damages or losses), even if such Contributor 
has been advised of the possibility of such damages. 

 
9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing the 

Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer, and charge 
a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity, or other 
liability obligations and/or rights consistent with this License. 
However, in accepting such obligations, You may act only on Your own 
behalf and on Your sole responsibility, not on behalf of any other 
Contributor, and only if You agree to indemnify, defend, and hold 
each Contributor harmless for any liability 
incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason 
of your accepting any such warranty or additional liability. 

 
END OF TERMS AND CONDITIONS 

 
 

 

Boost Software License - Version 1.0 - August 17th, 2003 
 
Permission is hereby granted, free of charge, to any person or organization 
obtaining a copy of the software and accompanying documentation covered by 
this license (the "Software") to use, reproduce, display, distribute, 
execute, and transmit the Software, and to prepare derivative works of the 
Software, and to permit third-parties to whom the Software is furnished to 
do so, all subject to the following: 

 
The copyright notices in the Software and this entire statement, including 
the above license grant, this restriction and the following disclaimer, 
must be included in all copies of the Software, in whole or in part, and 
all derivative works of the Software, unless such copies or derivative 
works are solely in the form of machine-executable object code generated by 
a source language processor. 
 
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, TITLE AND NON-INFRINGEMENT. IN NO EVENT 
SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS OR ANYONE DISTRIBUTING THE SOFTWARE BE LIABLE 
FOR ANY DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, 
ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER 
DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

 
 

 
 

Libxml2 
 
Except where otherwise noted in the source code (e.g. the files 
hash.c,list.c and the trio files, which are covered by a similar license 
but with different Copyright notices) all the files are: 
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Copyright (C) 1998-2003 Daniel Veillard. All Rights Reserved. 

 
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a 
copy of this software and associated documentation files (the "Software"), 
to deal in the Software without restriction, including without limitation 
the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, 
and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the 
Software is furnished to do so, subject to the following conditions: 

 
The above copyright notice and this permission notice shall be included in 
all copies or substantial portions of the Software. 

 
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE 
DANIEL VEILLARD BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, 
WHETHERIN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR 
IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE 
SOFTWARE. 

 
Except as contained in this notice, the name of Daniel Veillard shall not 
be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other 
dealings in this Software without prior written authorization from him. 

 
 

 

Libunwind 
 
Copyright (c) 2002 Hewlett-Packard Co. 

 
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a 
copy of this software and associated documentation files (the "Software"), 
to deal in the Software without restriction, including without limitation 
the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, 
and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the 
Software is furnished to do so, subject to the following conditions: 

 
The above copyright notice and this permission notice shall be included in 
all copies or substantial portions of the Software. 
 
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE 
AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER 
LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING 
FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER 
DEALINGS IN THE SOFTWARE. 
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Except where otherwise noted in the source code (e.g. the files hash.c, 
list.c and the trio files, which are covered by a similar licence but with 
different Copyright notices) all the files are: 

 
Copyright (C) 1998-2003 Daniel Veillard. All Rights Reserved. 

 
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a 
copy of this software and associated documentation files (the "Software"), 
to deal in the Software without restriction, including without limitation 
the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, 
and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the 
Software is fur- nished to do so, subject to the following conditions: 

 
The above copyright notice and this permission notice shall be included in 
all copies or substantial portions of the Software. 

 
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 
FIT- NESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL 
THE DANIEL VEILLARD BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF 
OR IN CON- NECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE 
SOFTWARE. 

 
Except as contained in this notice, the name of Daniel Veillard shall not 
be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other deal- 
ings in this Software without prior written authorization from him. 

 
 

 

PYTHON SOFTWARE FOUNDATION LICENSE VERSION 2 
 
1. This LICENSE AGREEMENT is between the Python Software Foundation 
("PSF"), and the Individual or Organization ("Licensee") accessing and 
otherwise using this software ("Python") in source or binary form and 
its associated documentation. 

 
2. Subject to the terms and conditions of this License Agreement, PSF 
hereby grants Licensee a nonexclusive, royalty-free, world-wide license 
to reproduce, analyze, test, perform and/or display publicly, prepare 
derivative works, distribute, and otherwise use Python alone or in any 
derivative version, provided, however, that PSF's License Agreement and 
PSF's notice of copyright, i.e., "Copyright (c) 2001, 2002, 2003, 2004, 
2005, 2006, 2007, 2008 Python Software Foundation; All Rights Reserved" 
are retained in Python alone or in any derivative version prepared by 
Licensee. 

 
3. In the event Licensee prepares a derivative work that is based on or 
incorporates Python or any part thereof, and wants to make the 
derivative work available to others as provided herein, then Licensee 
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hereby agrees to include in any such work a brief summary of the changes 
made to Python. 

 
4. PSF is making Python available to Licensee on an "AS IS" basis. PSF 
MAKES NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED. BY WAY OF 
EXAMPLE, BUT NOT LIMITATION, PSF MAKES NO AND DISCLAIMS ANY 
REPRESENTATION OR WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY 
PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE USE OF PYTHON WILL  NOT  INFRINGE ANY 
THIRD PARTY RIGHTS. 

 
5. PSF SHALL NOT BE LIABLE TO LICENSEE OR ANY OTHER USERS OF PYTHON FOR 
ANY INCIDENTAL, SPECIAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR LOSS AS A RESULT OF 
MODIFYING, DISTRIBUTING, OR OTHERWISE USING PYTHON, OR ANY DERIVATIVE 
THEREOF, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY THEREOF. 

 
6. This License Agreement will automatically terminate upon a material 
breach of its terms and conditions. 

 
7. Nothing in this License Agreement shall be deemed to create any 
relationship of agency, partnership, or joint venture between PSF and 
Licensee. This License Agreement does not grant permission to use PSF 
trademarks or trade name in a trademark sense to endorse or promote 
products or services of Licensee, or any third party. 

 
8. By copying, installing or otherwise using Python, Licensee agrees to 
be bound by the terms and conditions of this License Agreement. 

 
 

 

wxWidgets Library 
 
This product includes wxWindows software which can be downloaded from 
www.wxwidgets.org/downloads. 

 
wxWindows Library Licence, Version 3.1 
====================================== 

 
Copyright (C) 1998-2005 Julian Smart, Robert Roebling et al 

 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this 
licence document, but changing it is not allowed. 

 
WXWINDOWS LIBRARY LICENCE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 
 

This library is free software; you can redistribute it and/or modify it 
under the terms of the GNU Library General Public Licence as published by 
the Free Software Foundation; either version 2 of the Licence, or (at 
your option) any later version. 

 

http://www.wxwidgets.org/downloads�


30 
インテル® VTune™ Amplifier XE 2015 for Windows* リリースノート 

 

 

This library is distributed in the hope that it will be useful, but 
WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU Library 
General Public Licence for more details. 

 
You should have received a copy of the GNU Library General Public Licence 
along with this software, usually in a file named COPYING.LIB. If not, 
write to the Free Software Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, 
Boston, MA 02111-1307 USA. 

 
EXCEPTION NOTICE 

 
1. As a special exception, the copyright holders of this library give 
permission for additional uses of the text contained in this release of 
the library as licenced under the wxWindows Library Licence, applying 
either version 3.1 of the Licence, or (at your option) any later version 
of the Licence as published by the copyright holders of version 
3.1 of the Licence document. 

 
2. The exception is that you may use, copy, link, modify and distribute 
under your own terms, binary object code versions of works based on the 
Library. 

 
3. If you copy code from files distributed under the terms of the GNU 
General Public Licence or the GNU Library General Public Licence into a 
copy of this library, as this licence permits, the exception does not 
apply to the code that you add in this way. To avoid misleading anyone as 
to the status of such modified files, you must delete this exception 
notice from such code and/or adjust the licensing conditions notice 
accordingly. 

 
4. If you write modifications of your own for this library, it is your 
choice whether to permit this exception to apply to your modifications. 
If you do not wish that, you must delete the exception notice from such 
code and/or adjust the licensing conditions notice accordingly. 

 
 

 

/* zlib.h -- interface of the 'zlib' general purpose compression library 
version 1.2.3, July 18th, 2005 

 
Copyright (C) 1995-2005 Jean-loup Gailly and Mark Adler 

 
This software is provided 'as-is', without any express or implied 
warranty. In no event will the authors be held liable for any damages 
arising from the use of this software. 

 
Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, 
including commercial applications, and to alter it and redistribute it 
freely, subject to the following restrictions: 
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1. The origin of this software must not be misrepresented; you must not 
claim that you wrote the original software. If you use this software 
in a product, an acknowledgment in the product documentation would be 
appreciated but is not required. 

2. Altered source versions must be plainly marked as such, and must not 
be misrepresented as being the original software. 

3. This notice may not be removed or altered from any source distribution. 
 

Jean-loup Gailly jloup@gzip.org 
Mark Adler madler@alumni.caltech.edu 

 
*/ 

 
 

 

LevelDB 
 
Copyright (c) 2011 The LevelDB Authors. All rights reserved. 

 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

 
* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, 

this list of conditions and the following disclaimer. 
* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 

notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* Neither the name of Google Inc. nor the names of its contributors may 
be used to endorse or promote products derived from this software without 
specific prior written permission. 

 
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" 
AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN 
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
 
 

mailto:jloup@gzip.org�
mailto:madler@alumni.caltech.edu�
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8 著作権と商標について 
 
本資料に掲載されている情報は、インテル製品の概要説明を目的としたものです。本資料は、
明示されているか否かにかかわらず、また禁反言によるとよらずにかかわらず、いかなる知
的財産権のライセンスも許諾するものではありません。製品に付属の売買契約書『Intel's 
Terms and Conditions of Sale』に規定されている場合を除き、インテルはいかなる責任を負
うものではなく、またインテル製品の販売や使用に関する明示または黙示の保証 (特定目的
への適合性、商品適格性、あらゆる特許権、著作権、その他知的財産権の非侵害性への保証
を含む) に関してもいかなる責任も負いません。 

 
「ミッション・クリティカルなアプリケーション」とは、インテル製品がその欠陥や故障に
よって、直接的または間接的に人身傷害や死亡事故が発生するようなアプリケーションを指
します。そのようなミッション・クリティカルなアプリケーションのためにインテル製品を
購入または使用する場合は、直接的か間接的かにかかわらず、あるいはインテル製品やその
いかなる部分の設計、製造、警告にインテルまたは委託業者の過失があったかどうかにかか
わらず、製造物責任、人身傷害や死亡の請求を起因とするすべての賠償請求費用、損害、費
用、合理的な弁護士費用をすべて補償し、インテルおよびその子会社、委託業者および関連
会社、およびそれらの役員、経営幹部、従業員に何らの損害も与えないことに同意するもの
とします。 

 
インテル製品は、予告なく仕様や説明が変更されることがあります。機能または命令の一覧
で「留保」または「未定義」と記されているものがありますが、その「機能が存在しない」
あるいは「性質が留保付である」という状態を設計の前提にしないでください。これらの項
目は、インテルが将来のために留保しているものです。インテルが将来これらの項目を定義
したことにより、衝突が生じたり互換性が失われたりしても、インテルは一切責任を負いま
せん。この情報は予告なく変更されることがあります。この情報だけに基づいて設計を最終
的なものとしないでください。 

 
本資料で説明されている製品には、エラッタと呼ばれる設計上の不具合が含まれている可能
性があり、公表されている仕様とは異なる動作をする場合があります。現在確認済みのエ
ラッタについては、インテルまでお問い合わせください。 

 
最新の仕様をご希望の場合や製品をご注文の場合は、お近くのインテルの営業所または販売
代理店にお問い合わせください。 

 
本資料で紹介されている資料番号付きのドキュメントや、インテルのその他の資料を入手す
るには、1-800-548-4725 (アメリカ合衆国) までご連絡いただくか、インテルの Web サイト 
( http://www.intel.com/design/literature.htm) を参照してください。 

 
性能に関するテストに使用されるソフトウェアとワークロードは、性能がインテル® マイク
ロプロセッサー用に最適化されていることがあります。SYSmark* や MobileMark* などの性
能テストは、特定のコンピューター・システム、コンポーネント、ソフトウェア、操作、機
能に基づいて行ったものです。結果はこれらの要因によって異なります。製品の購入を検討
される場合は、他の製品と組み合わせた場合の本製品の性能など、ほかの情報や性能テスト
も参考にして、パフォーマンスを総合的に評価することをお勧めします。詳細は、
http://www.intel.com/performance. (英語) を参照してください。 

 

http://www.intel.com/design/literature.htm�
http://www.intel.com/performance�
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Intel、インテル、Intel ロゴ、Intel Atom、Intel Core、Intel NetBurst、Intel Xeon Phi、
Pentium、VTune、Xeon は、アメリカ合衆国および / またはその他の国における Intel 
Corporation の商標です。 
 
* その他の社名、製品名などは、一般に各社の表示、商標または登録商標です。 

 
Microsoft、Windows、Windows ロゴは、アメリカ合衆国および / またはその他の国におけ
る Microsoft Corporation の商標または登録商標です。 

 
Java は、Oracle および / または関連会社の登録商標です。 
 
© 2010-2014 Intel Corporation.  無断での引用、転載を禁じます。 
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